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「きりつ あいさつ 挑戦」を合言葉に、みんなで高めあおう 
 

 ８月３０日（水）全校集会（放送集会）の校長講話で、「きりつ あいさつ 挑戦」の話をし

ました。この３つは、昨年度から子ども達に呼びかけ、取り組ませているものです。「きりつ 

あいさつ 挑戦」を合言葉に、みんなで高めあえる豊川小学校になればと思います。 

 

 今日は、「きりつ あいさつ 挑戦」について、お話ししたいと思います。 

 まず「きりつ」についてです。少し難しい言葉ですが、みなさん「きりつ」とは、何だかわかり

ますか？ 「きりつ」とは、時と場に応じて、けじめや思いやりのある行動をとることです。豊川

小では、「きりつ」を大事にするため、みんなで取組んでいることがあります。それは、「くつ揃え 

傘揃え 無言清掃 無言移動」です。「きりつ」のある豊川小にするため、２学期も「くつ揃え 傘

揃え 無言清掃 無言移動」をみんなで頑張りましょう。特にみなさんに頑張ってほしいのは無言

移動です。「静か廊下」は、おしゃべりをしないで静かに歩いてくださいね。 

 次は「あいさつ」です。「あいさつ」はとっても大事です。お家の方も地域の方も先生方も、みな

さんにあいさつがしっかりできる人になってほしいと願っています。豊川小では、みなさんのあい

さつが上手になるよう、運営委員会のみなさんが毎朝昇降口であいさつ運動をしています。先週は

地域の方が校門であいさつ運動をしてくださいました。豊川小にはあいさつが上手な人がたくさん

いますが、校長先生は「地域の方にもっと自分から元気にあいさつできる人が増えればいいなぁ」

と思っています。これからもみんなで、あいさつを頑張りましょうね。 

 そして最後が「挑戦」です。「挑戦」という言葉には、２つの願いが込められています。１つ目の

願いは、「やったことがないからと引っ込み思案になるのではなく、勇気を出して挑戦する人にな

ってほしい」「すぐにあきらめてしまうのではなく、がんばり続ける人になってほしい」という願

いです。これは、今年の学校スローガン「やさしい言葉と笑顔で絆を深め、がんばり続ける豊かっ

子」と同じですね。ぜひ、夢や目標、めあてをもって「あきらずに挑戦」してください。２つめの

願いは、みなさんに「自分の夢中になれることを見つけてほしい」という願いです。いろいろなこ

とに挑戦しなくては、自分には何が向いているのかわかりません。いろいろなことに挑戦しなくて

は、自分は何が得意なのか、そもそも自分は何が好きなのか、わかりせん。たくさん、たくさん挑

戦して、たくさん、たくさん失敗してください。そうすれば、その中から、本当に自分が好きなこ

と、夢中になれることを見つけることができます。いろいろなことにどんどん挑戦して、「自分の

夢中になれることを見つけてほしい」というのが、２つめの願いです。 

 今日はみなさんに頑張ってほしい「きりつ あいさつ 挑戦」のお話をしました。「きりつ あいさ

つ 挑戦」を豊川小の合言葉にして、みんなで高めあっていきましょう。 
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 陸上大会壮行会を行いました ～ 全校生で６年生を励ましました ～ 
 

 ９月６日（水）の豊かっ子タイムに、陸上大会壮行会を行

いました。大会に参加する６年生を１～５年生が応援しまし

た。全校生の前で自分の目標をはっきりと発表した６年生の

態度に感心しましたが、壮行会を運営した５年生の頑張りも

立派でした。５年生の掛け声に合わせ、全校生が拍手でエー

ルを送りました。６年生のみなさん、自己ベストをめざしてがんばってください。 
 

 ※ 耶麻地区小学校陸上競技大会 令和５年９月１３日（水）８：３０開会式 ９：００競技開始 
 

 喜多方市人づくりの指針 ～「なかよく たくましく 生きる」～ 

 「喜多方市人づくりの指針」は人材の育成、青少年の健全育成などを目的として、平成２３

年に喜多方市が策定した指針です。 

 かつて多くの住民が学んだ藤樹学の精神を生かすとともに、瓜生岩子・蓮沼門三ら先人の教

えを尊重し、喜多方市の風土や文化、歴史等を踏まえて策定しました。個性豊かな人間の創造

を期待し、家庭や地域社会、学校、行政等において、その実現を目指す努力目標としています。 

 指針の名称は、「未来を拓
ひら

く喜多方人」で、児童生徒用が「なかよく たくましく 生きる」

です。それぞれ５つの努力目標があります。 

 豊川小学校では、喜多方市人づくりの指針「なかよく たくましく 生きる」をもとに、子ど

も達の健全育成、夢や目標をもって取組む態度の育成に努めたいと考えています。 
 

  なかよく たくましく 生きる 

    〇 人を思いやり敬います 

    〇「こんにちは」「どうぞ」「ありがとう」を言います 

    〇 勉強に励み 体を鍛えます 

    〇 人として 恥ずかしい行いをしません 

    〇 喜多方を誇り 社会に役立ちます 

   私たちは くじけない強い心を持って 目標に向かってやりぬきます 

 

 

 

 

 

 

 

 


